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報 告 要 旨 

 
近年，わが国の労働市場においては，若年層・壮年層を中心に，アルバイト，パートタ

イマー，派遣社員といった非正規の労働力が急増することによって，就業形態の多様化が

一層進展している。そこで，本稿は，『就業構造基本調査』(平成 4 年，9 年，14 年)のミク

ロデータによる実証分析によって，わが国における若年層の雇用状況と就業形態の動向を

考察した。 
本稿では，第 1 に，『就業構造基本調査』のミクロデータにかんする特性に注目し，世

帯構成員レベルでのデータ・マッチングを試みることによって，若年層を対象に「親の学

歴階層つきミクロデータ」を作成する。第 2 に，若年労働力の社会経済的属性(年齢，性，

学歴，前職の有無等)についてミクロデータによる再集計をおこなうことによって，労働力

の雇用状況と就業形態にかんする基本的な特徴を確認する。そして，第 3 に，世帯属性(世

帯構成，親の学歴階層等)および企業経済的属性(産業，従業者規模等)をモデル変数とする

2 項ロジットモデルを設定し，ミクロデータ分析を試みている。モデル分析では，①就業

主体の転業行動による非正規雇用化の可能性，②親の高学歴が同居する子弟の不安定就業

化に及ぼす影響，③企業属性をコントロールした状況における個別的主体群の社会的属性

と就業形態との関連性等について，興味深い分析結果が得られている。それによって，若

年労働力がキャリア志向的な正規雇用者と浮動的な就業傾向を有する非正規雇用者に二分

化され，労働市場がセグメント化される可能性が導き出されている。 
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